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創創立立：：11996688年年 88月月 44日日  

国際ロータリー 
第２６７０地区 

◆例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

◆例会場 香川県善通寺市文京町 3-3-3 

(事務所)  善通寺商工会議所 2F 

TEL(0877)62-7627 FAX (0877)62-7656 

E-mail zen-rc@downtown21.gr.jp 

WEB http://www.downtown21.gr.jp/zen-rc 

 

◆会 長        ◆幹 事   

香川 和久      白川 等  

今月の例会プログラム（案） 

■■■   ７月 ５日       

   会長・幹事新任挨拶  香川・白川 会員 

□ ７月１２日    

  各委員会事業計画発表  各委員長 

□ ７月１９日   

   各委員会事業計画発表  各委員長または客話 

□ ７月２６日   

          

 幹 事 報 告    ＊＊理事会報告＊＊  

１．SAA 企画結婚祝食事会、親睦事業６/３さとう氏歓迎＆

新会員歓迎会の決算報告 

１．５５周年決算について 

１．家族会員会費等について 次年度に持ち越しにて検討 

 

 出 席 報 告  正会員数３７名 （2023/7/１現在） 

          （出席免除会員(b)9名(a)0名） 

6/30 (2659例会) 会員数 37名 出席会員 18 名（4名) 
            欠席会員 10 名    
6/14（2657例会) 会員数 35 名 出席会員 17 名（6名） 
＜修 正＞ 

メイクアップ  ５＋(１)名 

前田 純、宮崎雅彦、髙木誠一、寺嶋謙次、山下安亮君 

 6/14出席者 29名  出席率 87.88％ 

ビ ジ タ ー   ０名 

 お 知 ら せ  
 

★次年度青少年奉仕委員会より   委員長 寺嶋謙次 

園児のブルーベリー摘み取り体験事業について 

7月11日(火) １０：００ １０：１５ １０：３０ 

今回３園(カナン・聖母・のぞみこども園)の児童75名を招

待します。 

会員の皆様のご協力をお願いします 

 

 

国際ロータリー 

会長   ゴードンＲ．マッキナリー 

＊＊＊＊＊＊＊
 

国際ロータリー第 2670 地区 
ガバナー 吉岡 宏美 

202３-2４年度【会長運営方針】 

変化に挑戦し、新たなる時代へ歩み出そう 

  

週週  報報  
ＮＯ．１－２６６０ 

2023(令和5)年 7月 5日発行

 ニコニコBOX   
□ 山下明子（魚七女将）様：今日はありがとうございま

す。楽しい時間をご一緒させて頂きます 

□ 浪花 穣君： 新入会員で分からないことばかりで

すが、宜しくお願い致します 

□ 岡崎圭介君：9カ月経っていますが、新入会員で

す。宜しくお願い致します 

□ 白井 聡君：夜間例会楽しく参加させて頂きました 

□ 仙頭志朗君：幹事退任挨拶させて頂いて。皆様一

年間本当にありがとうございました 

□ 髙島弘武君：本年度最終例会でカンパイのご指名

を頂いて有難うございました 

□ 葛石 智君：一年間有難うございました。心よりエン

ジョイしました。重ねて皆様にご礼申し上げます 

 

四つのテスト      真実かどうか 

      みんなに公平か 

      好意と友情を深めるか 

      みんなのためになるかどうか 

                                        

（言行はこれに照らしてから）  

☆ 公式行事予定 ☆ 

 ７月１９日 ガバナー補佐のクラブ協議会 

 ８月 ２日 ガバナーの公式訪問例会  

2023-2024年度国際ロータリーのテーマ 

総本山善通寺五重塔 一年間宜しくお願い致します。 



 

 

 
退任挨拶  

会長退任挨拶 

22-23年度会長  葛石 智 

  

善通寺ロータリークラブ
創立５５周年を迎える年度
に当たり、２度目の会長を
担う役割を与えていただき
皆様に心より感謝いたしま
す。また、皆様のご協力に
より、予定された行事を無

事に滞りなく終了することができましたこと、改めて感謝
いたします。ご苦労様でした。 

さて、1 年を振り返っての実績報告をいたしますと、当
年度の RI 会長であるジェニファー・ジョーンズ氏のテー
マは「イマジン ロータリー」でした。このテーマをそのま
ま当クラブのテーマイメージとして「未来の善通寺ロータ
リークラブをイメージしよう」と致しました。イマジンとは想
像すること。イメージとは像を心に描くこと。J,J 氏はポリ
オ無き平和な世界を想像したロータリーの活動を提唱し、
私はロータリーの核心的価値観に基づき、行事参加に
より居場所を作ってもらい、小気味よい会話のできる和
ごみの例会を念じ、そして一歩献身的な心構えで、身を
呈しての職業奉仕する元気な会員を目指して欲しいと
心に描いたテーマでした。実績に対する評価は皆さん
でお願いすることですが、私個人的には「つながり」が深
まったのではないかと実感しております。「つながり」はイ
メージの具象結果とも考えています。 

創立５５年という節目は、皆様も時代の変革期に当た
っていると感じていることと思われますが、何よりも持続
可能性を探ることが大事になっています。創立１００年を
目指しての持続可能なインパクトのある町のロータリーク
ラブであるならば、今なにがクラブにとって必要かを考え
たとき、私はクラブガバナンスを確立することではないか
と考えたのです。会長の引継ぎ事項はガバナンスの在り
方の引継ぎではないかと。実績として事務局会議を取り
入れ、会長、副会長、幹事、副幹事、事務局員で構成さ
れるクラブの運営管理は、円滑に次年度に引き継がれ
ると信じています。副会長に次年度の運営方法に戸惑
いはないはずと勝手に思っていますが、副会長、いかが
でしょうか。 

次の話として５５周年の会長としてどうしてもやってお
きたい仕事がありました。それは過去の周年記念品とし
て善通寺市や JR に贈呈したモニュメントやベンチの修
復事業です。ペンキが剥げたり、壊れたり、目に余る光
景でした。また、モニュメントは一時所在不明の在り様で、
ロータリークラブが市民奉仕をしている団体と謳っても、
放置する感覚が市民に奉仕者として疑問を投げかけら
れることになると。修復に対する先輩会員の心あるアド
バイスはありがたいと感じたことでした。 

やりたいこと２つ目は、ロータリークラブは町の褒賞授与
団体であって、かつて感謝状を贈呈しても褒賞をしたこ
とはないのではないかと思ったのです。自らが奉仕し、
そして町の奉仕者を見つけ、その人を褒賞すること。こ 

 

 

 

 

れは立派なクラブとしての使命とする行事ではない
かと考えてのことでした。チャーターメンバーである
吉田会員をはじめとする４人の会員と陸上自衛隊
善通寺駐屯地を褒賞できた達成感は私のロータリ
ー歴での活動で最大の歓びです。褒賞された各
位に「おめでとうございます」と心より申し上げます。
この褒賞制度を周年における恒例行事になれば
いいなと期待しております。 
締めのお話になりますが、一口にこれから１００

年といいますが、AI特に生成 AIがこれからの社会
にどのような影響をもたらすか、空恐ろしい予感を
しています。私はリスクを扱う仕事をしていますが、
物が壊れたり、人が傷ついたりすることは個々の事
故、事件として測定できる範囲ですが、生成 AI に
よって、うそと本当の見分けがつかない不確実な
社会になると人間はどういう生き方をし始めるのか
なと不安を感じるこの頃ですが、仮に、人が信じら
れない社会になると、つながりがある人をもつこと
が最も大事なことになり、ロータリーが今後ともつな
がりを意識した取り組みをすれば、持続可能なクラ
ブとして生き残ると思うのですが、皆様いかがでし
ょうか。いろいろと存念を話しましたが、１年間、会
長職を楽しむことができたことを退任あいさつとい
たします。皆さんありがとうございました。そしてお
疲れさまでした。 
    
幹事退任挨拶  

 22-23年度幹事  仙頭 志朗 

 
皆様、１年間クラブ

活動に御協力頂き、あ
りがとうございました。
入会３年目での幹事
就任となり、何も分か
らないまま幹事として
の１年間が始まり不安
でしたが、各委員長を

はじめ皆様のお力添えのおかげで何とか１年間や
りきることができました。 
 親睦行事に関しては、白川委員長に観月例会、
年末家族例会、善通寺ライオンズクラブとの花見
例会等、何れも素晴らしい行事を企画して頂き、力
不足な私に代わってリーダーシップを発揮して頂
き、とても助かりました。 
 会報雑誌委員会に関しては、松本委員長に
Facebookを立ち上げて頂きました。 
 プログラム委員会に関しては、山下委員長に数
多くの客話を企画して頂き、充実した例会プログラ
ムを提供して頂きました。個人的には田岡会員の
お客様である川田様、田中様の客話が印象に残
っています。 
 社会奉仕委員会に関しては、宮武委員長に青少
年奉仕委員会と共同で子育てネットくすくす様へ
のフード支援事業及びメモリアルプレート事業を企  
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画して頂きました。メモリアルプレートの出来栄えは

素晴らしく、今後も継続事業となり得る道筋を作って

頂きました。 

 青少年奉仕委員会に関しては、宮崎委員長にジュ

ニアソフトテニス大会への協賛及び園児対象のブル

ーベリー摘み取り体験を実施して頂きました。子供

達の楽しむ姿をみると、やりがいを感じました。 

 これ以外にも各委員長はじめ会員の皆様にご協力

頂き、何とか１年間やりきることができました。本当に

ありがとうございました。 

 幹事就任直後に行われた研修会で、「ロータリー

は会長、幹事を務めて終わりではない。その経験を

今後のクラブ運営に活かしてこそ意味がある。」と習

いましたが、まさにそのとおりだと実感しています。 

 皆様に助けられた分、この幹事の経験を活かし、

今度はクラブの役に立てるように活動していきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

＊今日の会長の言葉 ６月３０日最終例会＊ 

ロータリー年度の最終日にあたり、当年度に計画し
た事業はメモリアルプレート設置事業を 6月 29日に
善通寺駅前に設置して、全て完了したことをご報告
いたします。当年度の会長所感は「リスク」をテーマ
にしてお話してまいりましたが、すこしでも皆様にお
役に立つように心がけをし、そして関心をもって清聴
いただいたこと、ありがとうございました。 
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創立 55 周年記念メモリアルプレート新設展示板

を 2基設置。善通寺駅より市役所に向かう遊歩道

の市の案内板を挟んで各 6枚、善通寺市ゆかりの

方で活躍されている、された方に依頼し思いや座

右の言葉を書いて頂きました。ご本人の思い出と

市民や観光客、特に青少年を夢や希望に導く機会

になればと真鍮の輝くプレートが語りかけます。 
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2基設置ですが、完

成はしている 1 基

です↓ 



中締め：橋本修会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    閉会 20：45   
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